
 

 

   

 

 

  

 先日、フジテレビの「エチカの鏡」で話題となったヨコミネ式教育法を見学に、鹿

児島県志布志市にある通山保育園と学童保育施設に伺ってきました。ヨコミネといえ

ば有名なのは女子ゴルファーの横峯さくらプロですが、横峯吉文理事長は彼女の伯父

にあたります。 

 

 子供たちは６歳までに平均１５００冊の本を読み、５歳児の５０メートル走の平均タイムが小学２年生の全国平均

を上回るというスーパー園児です。学童クラブも宿題から読み書き計算を黙々とこなし、そろばんは３年生でほぼ全

員が１級を取得するそうです。 

 

横峯理事長は「子供はみんな天才である」という信念をもっています。私が息子さんの横峯真園長に「やればで

きるんですね！」と言うと、「いや、やらせればできるんです！」と即答されました。この言葉がなぜか引っ掛か

り、帰りの飛行機の中でも悶々としていましたが、実は社員の育成にも大切なキーワードだと気づきました。やら

せてもいないことをできないだろうと決めてかかったり、もし失敗したら顧客を失うかもしれない…など。すべて

は自分に迷いがあるからです。子供の教育と社員の育成には多くの共通点があることを学んだ２日間でした。 

 

 

 

 

 

早いもので、今年も残すところあと半年となりましたね。 

 以前のニュースレターにも掲載しましたが、弊社では朝のコーチング＋週一回の

コーチングを継続して行っています。毎日自分の目標を明確にして、それに向かっ

てどのように行動すれば良いかを自分自身で確認しています。また、週末には一週

間の振り返りと、翌週の目標・課題などを明確にしていくといった作業を繰り返し

ています。このコーチングが結果に結びつくのはまだ先かもしれませんが、毎日が

以前にも増して充実してきていることは間違いありません。 

  

 忙しい日々の中で、こういった時間を作ることは大変かもしれません。しかし、

上半期・下半期のように大きな節目の時には、一度時間を確保して自分自身の棚卸

しを行うことで、よりいっそう充実した毎日を送ることができるのではないでしょ

うか。私自身もこの上半期、何が良くて何が悪かったのかをもう一度見つめ直し、

更に多くの価値を提供できるよう行動していきます。 （後盛） 

採用・派遣に関するお問合せはこちらまで                       

0479- 30- 4080 

ヨコミネ式教育法 

 

（伊藤晋康） 



 

 

  

  

 皆さんは「せんべい」・「おかき」・「あられ」

の違いをご存知でしょうか？何となく違うことはわ

かるけど、説明するとなると・・・という方がほと

んだと思います。   

 

 

 

 

 

 

 実はせんべいとおかき、あられは原料が違います 

せんべいはうるち米、おかきとあられはもち米を使 

って作られています。ではおかきとあられはという

と、こちらは明確な分類の基準があるわけではあり

ません。ただ、一般的には大きいものをおかき、小

さいものをあられとしているようです。   

 

 

 

 

 

 

 

 何気なく食べるせんべいやおかきですが、たまに

は違いを意識して食べてみるのもいかがでしょうか 

                   （菅原） 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回私がオススメするのは、映画『マーガレット・

サッチャー 鉄の女の涙』です。 

  

 英国初の女性首相。彼女

は一貫した信念と政策に

よって、英国経済に大きな

繁栄をもたらしました。ま

さに栄光の人生のように思

われる彼女の生涯ですが、

その裏では、計り知れない

程大きな代償を払っていた

のです。妻として、そして

母として・・・。 

 栄光の部分に光を当てればハッピーエンドだったか

もしれません。しかし、あえて彼女の苦悩にフォーカ

スした本作は、捉える視点によって様々な感動がある

はずです。   （後盛） 
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７月は二十四節気でいう小暑、大暑にあたります。梅

雨も明け、いよいよ夏本番を迎えようという季節です。

この時期のお便りといえば暑中見舞いですね。今月は、

葉書となじみの深い樹木、タラヨウを紹介します。 

 

タラヨウはモチノキ科の常緑高木で、肉厚で光沢のあ

る、長さ２０cmほどにもなる長楕円形の葉をつけます。

本州中部地方以西に自生する木なので、この辺りでは植

栽されたもの以外はまず見かけません。 

 

タラヨウは、葉の裏面を硬いもので引っかくなどして

傷をつけると、こすった部分が黒く変色し、まるでペン

か何かで文字を書き付けたかのようになります。このこ

とから、タラヨウは郵便局の木とされています。そのた

め、郵便局に植えられていたりするようです。実際にタ

ラヨウの葉っぱに文字を書いて、切手を貼って、葉書と

して送ってみた人もいるようです。（きちんと配達して

くれたそうです。） 

 また、タラヨウの葉に線香やタバコなどの火を押し付

けると、そこを中心とした黒い環ができます。いずれも

葉の中に含まれる酸化酵素の働きによるものです。 

 

 ４～５月ごろに咲く花は小さく、淡黄緑色であまり目

立ちませんが、８月頃には小さな赤い実が鈴なりにつき

一気に目立つようになります。 

 今年の立秋は８月７日です。暑中見舞いを出す予定の

ある方は、うっかり残暑見舞いにならぬようご注意を。                   

（進藤） 
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♦ 
 

「雨が降っても自分の責任」 
 

３１歳の夏に大手人材サービスの請負現場の契約社員と

して入社し、阿見町の工業団地に配属されました。新規立

ち上げの現場で採用から生産管理まであらゆるメーカーの

商品を扱う７ラインを約６０名の契約社員を指揮しながら 

ヘトヘトになるまで働きました。 

 

 契約社員の皆さんは１９歳から６０歳まで万遍なくいま

したが、私と同様に右も左もわからないスタッフばかりで

す。請負の職場ですから生産性が悪ければすぐに赤字です 

トラブルが起きても知らん顔で休憩し、最終チェックのス

タッフは不良品の山をつくっているといった状態です。私

が「こんなに不良品が出ているならラインを止めてチェッ

クしろ！」と指導したら、「指示されてません」と平気な

顔で言う始末です。 

 

はらわたが煮えくり返りそうになった私は、スタッフを

集めて言いました。「皆さんのいままでの人生の結果は、

いま、ここで働いているという事実です。そして、私自身

も、いま、ここで皆さんと働いているというのがこれまで

の人生の結果です。だから、この現状に不満があるなら、

いま、精一杯働きませんか、なぜなら、それが皆さんの未

来の結果をつくるからです」と啖呵を切りました。自分で

言って自分の不甲斐なさに涙が出そうになりました。 

 

因果の法則というと難しく感じますが、原因があって結

果がある。いわゆる原因結果の法則というと解り易いでし 

 

 

ょうか。私たちの目の前の現象はすべて私たちがその都度 

最善だと思われる道を選択してきた結果なのです。しかし 

言ったからには責任を取らなければなりません。死に物狂 

いで仕事に打ち込みました。 

 

その結果、コンスタントに黒字が出せる職場となり、私

自身も入社当時は約６千名の契約社員のドン桀でしたが、

退職時には１万名を超える契約社員と３５０名の正社員か

らなる組織の上から３番目にいました。 

 

あるとき、自分が３年前に啖呵を切った職場に営業本部

長兼西日本統括部長として訪れた際、一緒に汗水たらして

働き、支えてくれた年配の女性スタッフから「あんたなら

やると思ったよ」と、言われたときは努力が報われた思い

がしました。そして、そのおばちゃんとはいまでも年賀状

でやり取りしています。 

 

 いまは中小企業の経営者として小さな会社を運営してい

ますが、これも私の人生の結果です。現実を素直に受け入

れ未来を信じてチャレンジし続けること、そして、「雨が

降っても自分の責任」という潔さが経営者には不可欠だと

思う次第です。  

                    （伊藤晋康） 
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